
　
司
会
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
自
国

連
の
紹
介
動
画
が
会
場
に
流
れ
た

後
、
松
永
純
宗
事
務
総
長
が
自
国

連
設
立
ま
で
の
経
過
を
報
告
し
た
。 

　
外
交
評
論
家
の
加
瀬
英
明
氏
は
発
会

式
挨
拶
で
、「
日
本
は
今
自
主
独
立
国

家
の
気
概
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今

日
の
発
会
式
に
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
は
『
自
主
独
立
国
家
を
目
指
し

自
主
憲
法
を
制
定
し
よ
う
』
と
書
か

れ
て
い
る
。
憲
法
改
正
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か
る
と
は
思
う
が
、
自
衛
隊

法
を
改
正
し
自
衛
隊
の
呼
称
を
変
え

る
の
は
今
す
ぐ
に
で
も
出
来
る
」
と

憲
法
改
正
の
早
期
実
現
の
必
要
性
を

強
調
。「
五
年
十
年
後
に
は
、
自
国

連
が
こ
の
日
発
足
し
、
日
本
が
こ
ん

な
に
良
く
な
っ
た
と
皆
で
喜
べ
る
よ

う
に
ご
一
緒
に
戦
っ
て
い
き
た
い
」

と
運
動
に
対
す
る
抱
負
を
述
べ
た
。 

　
こ
れ
に
先
立
ち
阿
部
正
寿
総
裁
は
、

設
立
に
至
る
ま
で
尽
力
し
た
関
係
者
に

感
謝
を
述
べ
た
後
、「
本
日
は
発
会
式

だ
が
、
令
和
丸
の
進
水
式
だ
」
と
し
て

日
本
の
新
し
い
保
守
国
民
運
動
の
船
出

で
あ
る
と
決
意
を
表
明
。「（
国
会
や
マ

ス
コ
ミ
な
ど
の
）
獅
子
身
中
の
虫
を
駆

逐
し
国
を
動
か
す
に
は
保
守
団
体
の
皆

様
と
連
携
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
、
こ
の
自
国
連
を
設
立
し
た
」
と

し
、
保
守
陣
営
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。 

　
来
賓
と
し
て
参
席
し
た
拓
殖
大
学

教
授
の
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ボ
⽒
は
、「
北

京
政
府
は
二
〇
二
五
年
に
は
ア
ジ

ア
を
制
覇
、
四
九
年
に
は
世
界
制

覇
す
る
と
断
言
し
て
い
る
」
と
し

て
中
国
共
産
党
の
領
土
拡
大
の
脅

威
を
指
摘
、
日
本
で
自
国
連
が
保

守
陣
営
と
団
結
し
て
中
共
の
脅
威

に
対
抗
し
て
ほ
し
い
と
激
励
し
た
。 

　
ま
た
、
日
本
沖
縄
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長
の
仲
村
覚
氏
が
登
壇
。「
こ
の

十
年
間
、
沖
縄
は
日
本
の
一
部
だ
と
い

う
運
動
を
や
っ
て
来
ま
し
た
。
十
年
目

に
し
て
こ
の
様
に
日
本
を
愛
す
る
保
守

団
体
を
連
携
し
よ
う
と
す
る
集
ま
り
に

招
か
れ
、
感
無
量
で
あ
り
ま
す
」
と
自

国
連
と
の
連
携
に
意
欲
を
示
す
と
と
も

に
、
来
年
行
わ
れ
る
沖
縄
祖
国
復
帰

五
十
周
年
式
典
の
企
画
を
紹
介
、「
自

国
連
と
の
協
力
を
得
て
、
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
り
、
自
国
連
の
協
力

を
呼
び
掛
け
た
。

　
発
会
式
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
定

員
八
十
名
の
会
場
は
満
員
状
態
。
主

に
地
方
在
住
の
支
持
者
ら
四
十
名
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
参
加
し
た
。 

　
式
最
後
に
は
自
国
連
設
立
を
支

持
、
賛
同
し
た
お
よ
そ
二
十
の
保

守
団
体
の
代
表
が
登
壇
、「
令
和
維

新
宣
言
」
が
宣
布
さ
れ
、
東
京
都

葛
飾
区
議
会
議
員
で
あ
る
鈴
木
信

行
・
日
本
国
民
党
代
表
の
音
頭
で

万
歳
三
唱
し
発
会
式
は
閉
幕
し
た
。 

      

自
由
國
民
新
聞

自
主
独
立
国
家
目
指
す
新
た
な
保
守
国
民
運
動
「
自
由
国
民
連
合
」が
発
足

大化、明治に続く第３の「令和維新」を
　
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
四
月
二
十
八
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発

効
に
よ
り
日
本
が
主
権
を
回
復
し
、
国
際
社
会
に
復
帰
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
十
九

年
目
の
令
和
三
年
四
月
二
十
八
日
、
憲
法
を
改
正
し
、
自
主
独
立
国
家
を
目
指
す
新

た
な
国
民
運
動
「
自
由
国
民
連
合
」（
略
称
＝
自
国
連
）
の
発
会
式
が
東
京
・
千
代

田
区
永
田
町
の
憲
政
記
念
館
で
行
わ
れ
た
。
自
国
連
は
、
日
本
史
の
大
き
な
転
換
点

だ
っ
た
「
大
化
の
改
新
」、「
明
治
維
新
」
に
続
く
第
三
の
維
新
を
「
令
和
維
新
」
と

し
て
、
①
尊
皇
愛
国
②
反
共
救
国
③
保
守
団
結
④
国
際
連
帯
―
―
の
四
つ
の
精
神
の

基
に
日
本
再
興
を
目
指
す
。

代表に加瀬英明氏、約20団体が参加

   

　
先
日
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
伴
侶

フ
ィ
リ
ッ
プ
公
が
亡
く
な
ら
れ
ウ

イ
ン
ザ
ー
城
で
王
家
の
葬
儀
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
際
見
事

な
中
庭
に
陸
海
空
軍

の
将
兵
一
千
名
が
煌

び
や
か
な
軍
服
に

身
を
包
み
行
進
し

て
、
海
軍
将
校
で
あ

ら
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
公

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
私

は
こ
れ
を
見
て
軍
こ
そ
一
国
の
魂
で

あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
軍
を
軽
ん

ず
る
国
は
必
ず
外
国
の
属
国
と
し

て
生
き
延
び
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
日
本
は
自
主
独
立
国
家
の
気
概
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
日
の

発
会
式
に
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
は
「
自
由
独
立
国
家
を
目
指
し
自

主
憲
法
を
制
定
し
よ
う
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
私
は
憲
法
改
正
に
は

ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
自
衛
隊

法
を
改
正
し
自
衛
隊

の
呼
称
を
変
え
る
の

は
今
す
ぐ
に
で
も
出

来
ま
す
。
そ
こ
か
ら

先
ず
や
っ
て
頂
き
た
い
。 

五
年
十
年
後
に
は
今
日
、
自

由
国
民
連
合
が
出
来
て
そ
れ
に
よ

り
日
本
が
こ
ん
な
に
良
く
な
っ
た

と
皆
で
喜
べ
る
よ
う
に
ご
一
緒
に

戦
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　 

 

　
本
日
は
発
会
式
で
す
が
、
日
本
の
新

し
い
船
出
で
あ
る
と
私
た
ち
は
理
解
し

て
い
る
。
令
和
丸
の
進
水
式
で
あ
る
。

50
年
程
前
に
出
版
さ
れ
た
ス
イ
ス
の
民

間
防
衛
に
関
す
る
書
籍
に
、
如
何
に

し
て
共
産
主
義
者
が
他
国
を
工

作
、
侵
略
す
る
か
が
書
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
武
力
を
使
わ
な
い
で

他
国
を
侵
略
す
る
段
階
と

い
う
項
目
が
あ
る
。

　
第
一
段
階
が
工
作
員
を
敵
陣

営
に
送
り
込
み
、
上
層
部
の
掌
握
と
洗

脳
に
努
め
る
。
第
二
段
階
、
宣
伝
工
作
、

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
大
衆
を
先
導
す

る
。
第
三
段
階
、
教
育
の
支
配
。
国
家

意
識
を
崩
壊
さ
せ
る
。
第
四
段
階
は
、

抵
抗
意
識
を
破
壊
す
る
。
平
和
や
人
類

愛
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
使
用
し
市

民
を
誘
導
す
る
。
第
五
段
階
、
教
育
や

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
自
分
で
考
え
る

力
を
奪
う
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対
す
る

抵
抗
感
を
な
く
す
る
。
第
六
段
階
で
は

大
量
に
移
民
を
さ
せ
て
そ
の
国
、
地
域

を
乗
っ
取
る
。
日
本
は
六
段
階
目
の
最

終
ス
テ
ー
ジ
に
達
し
て
既
に
内
部
に
共

産
勢
力
へ
の
協
力
者
が
多
数
い
る

状
況
だ
と
思
う
。
獅
子
身
中

の
虫
を
駆
逐
し
、
国
を
動

か
し
、
本
来
の
日
本
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
、

一
団
体
で
は
難
し
い
。

　
こ
の
た
め
保
守
団
体
の

皆
様
と
連
携
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
決
意
し
、
こ
の
自
国
連
を

設
立
し
ま
し
た
。
共
産
勢
力
と
戦
わ
ず

し
て
勝
利
は
な
い
。
尊
皇
愛
国
、
反
共

救
国
の
旗
印
の
も
と
、
保
守
団
結
、
国

際
連
携
の
思
想
で
こ
の
運
動
を
進
め
て

い
き
た
い
。
皆
様
の
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。 

大化の改新、明治維新に続く第３の「令和維新」を目指すべく保守陣営の結束を呼

びかけ 20 団体が参加して結成された「自由国民連合」の発会式

●
外
交
評
論
家

　
加
瀬
英
明
氏

●
阿
部
正
寿
総
裁
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全
文
以
下
の
通
り
︱
︱
。

　

今

日

世

界

は
、

中

国

発

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

猛

威

の

も

と

大

混

乱

に

見

舞

わ

れ

て

い

る
。

一
方
、
国
際
情
勢
を
見
れ
ば
、
米
中

対
立
は
深
刻
の
度
を
加
え
、
一
触

即
発
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
さ

ら
に
は
国
際
共
産
主
義
勢
力
や
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
及
び
そ
の
他
の
勢

力
に
よ
る
工
作
に
よ
り
、
民
主
主
義

も
衰
退
の
一
途
を
辿
り
つ
つ
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
日
本
は
ど
う
か
？
　

　
一
時
は
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国

を
誇
っ
た
が
、
今
や
人
口
減
少
や
高

齢
化
、
経
済
停
滞
等
に
よ
り
衰
退
の

道
を
辿
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
衰
退
の
真
の
原
因
は
、
こ
れ
ら
の

外
的
な
要
因
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

根
本
的
な
要
因
は
、
戦
後
七
十
六
年

間
に
わ
た
っ
て
失
わ
れ
て
き
た
、
日

本
精
神
の
喪
失
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
内
外
の
共
産
主
義
勢
力

や
、
そ
の
他
の
悪
徳
勢
力
に
よ
る
絶
え

間
な
き
侵
略
活
動
の
結
果
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
日
本
を
再
建

す
る
道
は
、
も
は
や
時
代
遅
れ
の
民

主
主
義
で
は
な
く
、
天
を
中
心
と
し

た
天
民
主
義
に
よ
ら
な
け
れ
ば
道
は
な

い
。
天
民
主
義
を
基
礎
と
し
て
日
本
再

興
を
目
指
す
の
が
「
令
和
維
新
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
日
本
史
に
あ
る
「
大

化
の
改
新
」（
六
四
六
年
）、
日
本
近

代
化
を
成
し
遂
げ
た
「
明
治
維
新
」

（
一
八
六
八
年
）
に
続
く
第
三
の
維
新

と
位
置
付
け
、
日
本
再
興
の
最
後
の

道
で
あ
る
と
考
え
る
。「
令
和
維
新
」

は
次
の
こ
と
を
中
心
目
標
と
定
め
る
。

　
　
一
、
尊 

皇 

愛 

国

　
　
一
、
反 

共 

救 

国

　
　
一
、
保 

守 

団 

結

　
　
一
、
国 

際 

連 

帯

　
こ
の
よ
う
な
旗
印
の
も
と
、
我
々
愛

国
の
勇
士
が
結
集
し
、
自
由
国
民
連
合

を
発
足
さ
せ
た
。
我
々
は
、
こ
の
運
動

を
活
発
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
と
世
界
の
平
和
自
由
、
繁
栄
と
幸

福
の
た
め
献
身
的
努
力
を
尽
く
す
こ
と

を
こ
こ
に
誓
い
、高
ら
か
に
宣
言
す
る
。 

　
　
令
和
三
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

自

由

国

民

連

合

 

　︻　

解
　
　
説　
︼

　
本
宣
言
は
、
自
由
国
民
連
合
の
設
立

お
よ
び
自
ら
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
を

日
本
と
世
界
に
問
う
も
の
で
あ
る
。
同

連
合
は
、
こ
の
宣
言
に
よ
っ
て
、
そ

の
活
動
の
中
心
命
題
を
明
確
に
「
尊

皇
愛
国
」「
反
共
救
国
」「
保
守
団
結
」

「
国
際
連
帯
」
の
四
つ
に
お
い
て
い
る
。

   

「
尊
皇
愛
国
」
は
国
民
の
精
神
的
支

柱
を
、
神
話
時
代
か
ら
の
理
想
的
ガ

バ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

人
類
史
上
屈
指
の
大
発
明
と
い
え
る

「
天
（
神
）
と
直
結
す
る
皇

す
め
ら
ぎ

」
の
ご
存

在
に
置
き
、
敬
愛
し
、
愛
す
る
祖
国
繁

栄
の
基
と
な
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
典
型
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
仁

徳
天
皇
の
「
民
の
竃

か
ま
ど

」
伝
説
で
あ
る
。

　
こ
の
日
本
型
統
治
ス
タ
イ
ル
は
江

戸
時
代
の
「
領
民
の
た
め
に
領
主

が
い
る
」
と
い
う
形
で
も
連
綿
と

続
き
、
今
日
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　
奴
隷
制
度
を
作
ら
な
い
天
皇
と
臣

 

①
日
本
弱
体
化
を
狙
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ 

（
連

合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
占
領

政
策
の
影
響
を
排
除
し
、
国
体
皇
室
の

伝
統
（
男
系
に
よ
る
皇
位
継
承
な
ど
）

を
堅
持
す
る
世
論
の
喚
起

②
憲
法
改
正
・
自
主
憲
法
制
定
の
実
現

③
ス
パ
イ
防
止
法
（
知
財
保
護
法
）
の

制
定

④
北
方
領
土
返
還
、
竹
島
奪
還
、
尖
閣

諸
島
の
死
守
防
衛

⑤
台
湾
関
係
法
を
制
定
し
、
台
湾
を
絶

対
死
守

⑥
日
本
に
お
け
る
防
衛
力
を
強
化
し
、そ

の
た
め
の
軍
事
的
、
法
的
整
備
の
推
進

⑦
中
国
共
産
党
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
、
チ

ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
香
港
に
お
け

る
少
数
民
族
お
よ
び
自
国
民
へ
の
差
別
、

弾
圧
、
虐
殺
、
臓
器
収
奪
な
ど
の
人
権

問
題
の
解
消

⑧
沖
縄
県
を
は
じ
め
と
し
戦
略
的
重
要

自
治
体
に
お
け
る
選
挙
へ
の
積
極
的
な

応
援

⑨
日
・
米
・
台
・
豪
・
印
・
英
と
と
も

に
海
洋
秩
序
と
自
由
貿
易
体
制
を
堅
持

し
、
世
界
の
安
全
保
障
に
寄
与

⑩
真
実
を
正
し
く
国
民
に
伝
え
る
メ

デ
ィ
ア
の
正
道
を
求
め
る

⑪
百
年
の
大
計
を
図
る
人
材
を
育
て
る

教
育
を
目
指
す

⑫
外
国
人
の
公
務
員
就
職
へ
の
規
制
条

項
を
設
け
る

⑬
「
慰
安
婦
」
問
題
、「
徴
用
工
」
問
題
、

南
京
「
虐
殺
事
件
」
な
ど
の
歴
史
認
識

の
誤
謬
を
糺
す

⑭
中
国
共
産
党
の
打
倒
を
目
指
す
、
中

国
の
民
主
化
運
動
に
協
力
し
連
帯
す
る

自　由　國　民　新　聞

　
一
九
六
五
年
に
日
本
に
来
て

以
来
中
共
の
脅
威
に
つ
い
て
語

り
続
け
て
来
ま
し
た
。
最
近
で

は
南
モ
ン
ゴ
ル
の
教
育
問
題
、

ウ
イ
グ
ル
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を

通
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ウ
イ
グ
ル
議
連
、
チ

ベ
ッ
ト
議
連
に
続
き
最
近
は
南

モ
ン
ゴ
ル
議
連
も
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
北
京
政
府
は
変

わ
ら
ず
悪
行
を
し

続
け
て
来
ま
し

た

し
、

領

土

拡
張
主
義
を

辞
め
て
お
り
ま

せ
ん
。
二
〇
二
五

年
に
は
ア
ジ
ア
の
覇
権
を

制
覇
す
る
と
断
言
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
二
〇
四
九
年
に
は

世
界
制
覇
す
る
と
言
い
き
っ
て

い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
自
由

と
民
主
主
義
の
為
こ

の
団
体
を
中
心
と

し
て
日
本
が
独
立

国
家
と
し
て
存
在

感
の
あ
る
国
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
国
々

と
連
携
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
十
年
間
沖
縄
は
日
本
の
一
部
だ

と
い
う
運
動
を
や
っ
て
来
ま
し

た
。
十
年
前
は
本
土
の
民
間
団
体

で
は
沖
縄
の
本
土
復
帰
を
祝
う
団

体
も
皆
無
で
し
た
。
十
年
目
に
し

て
こ
の
よ
う
に
日
本
を
愛
す
る
保

守
団
体
を
連
携
し
よ
う
と
い
う
集

ま
り
に
招
か
れ
、
ご
挨
拶
が
で
き

る
こ
と
は
感
無
量
で
あ
り
ま
す
。

　
病
気
に
な
る
と
体
の
弱
い
と

こ
ろ
に
症
状
が
出
る
よ
う

に
、
沖
縄
は
日
本
全
体

の
問
題
、
弱
点
が
一

番
わ
か
り
や
す
く

出
る
場
所
で
す
。
逆

に
沖
縄
を
し
っ
か
り

見
て
い
る
と
日
本
の
問

題
に
素
早
く
対
処
で
き
ま
す
。

来
年
は
沖
縄
祖
国
復
帰
五
十
周
年

の
お
祝
い
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
で

き
れ
ば
政
府
と
協
力
し
天
皇
皇
后

両
陛
下
も
お
招
き
し
て
日

本
国
民
全
体
で
お
祝

い
す
る
年
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
は
一
時
ア
メ

リ
カ
に
占
領
さ
れ
ま

し
た
が
、
た
か
だ
か
二
十

数
年
で
日
本
に
奇
跡
的
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
他
に
は
そ
の
よ
う
な

場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
東
亜
戦
争

で
全
国
民
を
挙
げ
て
沖
縄
を
死
守
す

る
為
に
闘
い
、
占
領
後
も
沖
縄
県

民
が
日
本
を
恋
い
慕
っ
て
運
動
し

続
け
た
の
で
起
こ
っ
た
奇
跡
で
す
。

　
五
十
年
前
の
そ
の
精
神
に
我
々
も

立
ち
返
り
日
本
復
興
の
渦
を
起
こ
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
沢
山
の
企
画
が

あ
り
ま
す
の
で
、
自
国
連
の
皆
様
の

協
力
を
得
て
ぜ
ひ
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
由
国
民
連
合
は
会
発
足
を
前
に
し
た
四
月
二
十
八
日
「
令
和
維

新
宣
言
」
を
発
布
し
、
同
志
の
参
集
を
呼
び
掛
け
た
。
民
主
主
義
の

危
機
を
訴
え
、
日
本
の
衰
退
を
嘆
き
、
浸
透
圧
力
を
高
め
て
勢
力

を
増
す
共
産
主
義
を
克
服
す
る
た
め
、
我
が
国
の
土
着
的
伝
統
精
神

に
根
ざ
す
「
天
民
主
義
」
の
復
活
と
拡
大
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

「
令
和
維
新
宣
言
」発
布
で

尊
皇
愛
国
な
ど

４
大
指
針
発
表

対
共
産
主
義
に
は
正
し
い
歴

史
観
と
宗
教
マ
イ
ン
ド
必
要

民
と
の
関
係
性
を
天
が
祝
福
し
て
い

る
の
は
、
少
し
情
緒
的
言
い
方
に
な

る
が
、
今
上
陛
下
の
即
位
式
。
各
国
か

ら
の
招
待
客
が
見
守
る
中
、
土
砂
降
り

の
雨
が
瞬
時
に
止
み
、
一
気
に
ピ
ー
カ

ン
の
晴
天
と
な
り
、
あ
ま
つ
さ
え
き
れ

い
な
虹
さ
え
か
か
っ
て
し
ま
う
奇
跡
。

　
そ
の
逆
に
、
万
世
一
系
を
危
う
く

す
る
女
性
宮
家
論
な
ど
が
出
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
内
親
王
の
婚
約
問
題

で
と
ん
で
も
な
い
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

を
起
こ
す
人
物
が
現
わ
れ
、
ふ
く
ら

み
か
け
て
い
た
皇
室
潰
し
の
陰
謀

が
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
ま
さ
に
天
の

計
ら
い
と
で
も
言
う
ほ
か
は
な
い
。

　
こ
の
「
す
め
ら
ぎ
」
を
抱
く
大
和

の
国
に
は
「
天
民
主
義
」
が
あ
る
。

明
治
維
新
を
導
い
た
吉
田
松
陰
は

「
人
君
の
天
職
は
、
天
民
を
治
む
る

に
あ
り
」
と
言
い
、
篤
農
家
・
二

宮
尊
徳
は
「
そ
れ
農
夫
は
天
子
の

民
な
り
、
藩
侯
の
衰
邑
を
余
に
託

す
る
所
以
は
、
天
民
を
安
ん
ぜ
ん

と
欲
す
る
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
天
民
で
あ
る
国
民
は
ど
こ
か
の
国
の

よ
う
に
、
奴
隷
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。

「
反
共
救
国
」「
保
守
団
結
」「
国
際
連
帯
」

唯
物
主
義
の
塊
で
あ
る
共
産
主
義
の

狡
知
に
打
ち
勝
つ
に
は
、
天
民
主
義

の
よ
う
な
宗
教
マ
イ
ン
ド
が
必
須
と

な
る
。
文
化
破
壊
を
狙
っ
て
来
る
敵
に

は
正
し
い
歴
史
観
も
必
要
に
な
る
。
今

こ
そ
保
守
連
合
が
必
要
な
時
。
日
本
の

保
守
団
体
よ
、
尊
皇
愛
国
の
下
に
一
つ

に
な
れ
。
世
界
の
保
守
団
体
よ
、
国
を

超
え
て
一
つ
に
な
れ
。
と
こ
の
「
令
和

維
新
宣
言
」
は
必
死
に
訴
え
て
い
る
。

【
那
覇
発
】
三
月
二
十
五
日
の
「
大

紀
元
時
報
」
に
よ
る
と
、
沖
縄

県
那
覇
市
議
会
は
同
月
二
十
二

日
、
中
国
共
産
党
政
権
に
よ
る
チ

ベ
ッ
ト
・
ウ
イ
グ
ル
人
弾
圧
に

懸
念
を
示
し
、
日
本
政
府
と
国

会
に
調
査
と
抗
議
を
求
め
る
意

見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
那
覇
市
の
大
山
た
か
お
議
員
（
自

民
）
は
大
紀
元
の
取
材
に
対
し
、意
見

書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
と
話
し
た
。「
中
華

人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
調
査
及
び
抗
議
を
求
め
る

意
見
書
」
と
題
さ
れ
た
那
覇
市
の
意

見
書
は
、
多
く
の
国
々
が
中
国
の
人

権
状
況
に
「
重
大
な
懸
念
」
を
示
し

て
い
る
と
指
摘
。
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル

人
女
性
が
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

の
収
容
施
設
で
組
織
的
な
性
的
暴
行

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
道
機
関

に
証
言
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。

　
意
見
書
は
ま
た
、
中
国
の
人
権
問

題
に
対
す
る
政
府
の
対
応
は
「
到
底

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と

強
く
批
判
し
、「
日
本
政
府
と
し
て

調
査
し
、
各
種
問
題
が
あ
っ
た
場

合
は
、
様
々
な
手
法
を
用
い
て
厳
重

に
抗
議
」
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
大
山
議
員
は
大
紀
元
に
対
し
、

「
こ
の
問
題
は
日
本
国
民
全
員
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
全
会
一
致
だ
か
ら
こ
そ

意
義
が
あ
る
」
と
強
調
。
自
民
党

ば
か
り
で
な
く
、
公
明
党
、
共
産
党

な
ど
全
党
派
を
巻
き
込
ん
で
の
採

択
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
今
後
、
日

本
中
で
こ
の
よ
う
な
流
れ
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
ウ
イ
グ
ル
問
題
で
の
地
方
自

治
体
に
よ
る
国
へ
の
意
見
書

は
、
先
の
兵
庫
県
議
会
に
よ
る

も
の
に
次
ぎ
二
例
目
と
な
っ
た
。

　
採
択
の
発
議
は
大
山
議
員
を
中

心
に
自
民
党
が
主
体
と
な
っ
て
行

わ
れ
た
。
全
会
一
致
と
な
っ
た
の

は
、
共
産
党
が
中
国
共
産
党
（
Ｃ
Ｃ

Ｐ
） 

と
は
近
親
憎
悪
で
仲
が
悪
い

こ
と
を
煽
り
、
公
明
党
に
対
し
て

は
人
権
問
題
を
重
視
す
る
同
党
の

体
質
を
う
ま
く
突
い
た
た
め
だ
。

　
沖
縄
は
知
事
が
オ
ー
ル
沖
縄
な

ど
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
野
党
色

が
強
い
。
と
い
う
よ
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｐ

が
自
国
領
を
主
張
す
る
ほ
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
侵
略
工
作

が
進
む
危
険
地
帯
だ
。
基
地
反
対

闘
争
ば
か
り
で
な
く
、
全
レ
ベ
ル

で
の
選
挙
で
も
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
浸
透

度
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
国
土
安
全
上
の
立
場

か
ら
次
回
市
議
選
（
七
月
十
一
日
投

開
票
予
定
）
の
動
向
が
早
く
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
の
反

Ｃ
Ｃ
Ｐ
決
議
と
も
い
え
る
全
会
一
致

の
成
果
は
、
や
り
方
次
第
で
選
挙
結

果
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は

な
い
か
、
と
の
期
待
を
高
め
て
い
る
。

那
覇
市
議
会
で
中
国
人
権
状

況
意
見
書
が
全
会
一
致
採
択

●
自
由
国
民
連
合
の
主
な
活
動
計
画

●
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ

　
　
拓
殖
大
学
教
授

●
仲
村
覚
・
日
本
沖
縄
政

　
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
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